
埼玉県飯能市健康推進部保健センター
保健師 川村 裕美子

多職種との効果的な連携について

令 和 7 年 度 第 １ 回 2 0 4 0 年 を 見 据 え た
保 健 師 活 動 の あ り 方 に 関 す る 検 討 会 資料５

令 和 ７ 年 ６ 月 2 ５ 日

※本検討会の内容は令和６年度地域保健総合推進事業において2回の検討を

行っています。



飯能市の概況

埼玉県内
３番目！

飯能市

名栗湖2



市の特長

まちなか65,000人

山間地域

13,000人

人口

78,000人
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人口比率

まちなか65,000人

山間地域

13,000人

人口

78,000人

まちなか

83％

山間地域

17％

高齢化率：32.8％
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〇保健・福祉の領域を中心に、
    ２１名が４部８課に配置 （令和７年５月末現在）

〇新任期（０～４年）７人
 中堅前期（５～９年）６人
 中堅後期（１０年～主査級）６人
 再任用２人

飯能市保健師配置状況
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飯能市保健師活動について

「市民に、より親しまれ、頼りにされる保健師」
を目指し保健師活動に取り組んでいる。

・「飯能市における保健師の保健活動指針」が、策定

後１０年が経過したため改定することとした。

・令和７年３月「飯能市保健師活動指針」を策定し、

保健師活動の基本的な方向性を新たに示した。
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〇飯能市社会福祉協議会
 ＣＳＷ（コミュニティソーシャルワーカー）

〇飯能市地域包括支援センター
 主任介護支援専門員、社会福祉士、保健師、看護師

〇飯能市すこやか福祉相談センター（障害者相談支援事業所）
   相談支援員、精神保健福祉士、社会福祉士等

〇飯能市職員（保健福祉関係職員）
 障害福祉課（精神保健福祉士）、介護福祉課（保健師）
 こども支援課（家庭児童相談員等）、教育センター（相談員）

保健師と連携する主な職種
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①多職種を対象とした研修会の実施

〇地域連携研修会

令和６年 ７月１１日 はちまん町地区担当者編
 ９月３０日 みなみ町地区担当者編

  １１月１４日 さかえ町地区担当者編
  １２月１２日 いなり町地区担当者編

令和７年 ３月１３日 まとめの会

多職種連携に関する取組
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【目的】

相談支援において、それぞれの機関で抱えている課題を共有し、
機関ごとの役割や強みを把握することで、事例相談を円滑に行い、
連携・協働していくことを目指す。

【参加者】
各地域包括支援センター、基幹型地域包括支援センター、
各すこやか福祉相談センター、
基幹相談支援センター、社会福祉協議会、
狭山保健所、教育センター、障害福祉課、
生活福祉課、介護福祉課、地域福祉課、
保健センター

多職種連携に関する取組
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〇飯能市多職種連携研修会 （事例検討）

令和７年２月２０日

【目的】

地域包括ケアシステム構築の実現に向けて、メンタルヘルスの支援
を必要とする高齢のご家族と障害のあるご本人で構成される「複合
世帯」への支援をテーマとし、事例検討を通して他機関・他職種の
理解と有機的な連携を醸成する。
【参加者】
介護支援専門員協議会会員、飯能相談支援連絡会
飯能市職員（保健福祉関係職員）

多職種連携に関する取組
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〇保護者支援研修（事例検討）
 

     令和６年８月２２日、２９日

【目的】
・事例検討を通して、情報の整理、アセスメント、具体的な支援策を
検討し、関係機関との連携・協働の在り方について検討する。
・保健師と保育士のそれぞれの役割、お互いの強みを知ることで連
携を強化する。
【参加者】
保健センター保健師、市保育士
こども支援課家庭児童相談員

多職種連携に関する取組
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②地域包括ケアシステムの構築

〇内容や属性にとらわれないアウトリーチによる相談会

【参加機関】
・社会福祉協議会
・地域包括支援センター
・すこやか福祉相談センター
・保健センター

多職種連携に関する取組
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【苦労した点】
＜研修会＞
・全ての関係機関に開催目的を理解してもらうこと
・事例検討のテーマ設定が難しいこと
・日程調整が非常に困難なこと

＜保健福祉の相談会＞
・利用者の共通目標の設定が難しいこと
・記録の共有・管理ができないこと

多職種連携に関する取組
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【成功要因】
＜研修会＞

・「なぜこの研修を行うのか」「何を学んでほしいのか」等、関係
機関の責任者に説明を繰り返し、参加者に目的を明確に伝え
ることができたため。
・実践に基づいたリアルなテーマを選定できたため。

＜保健福祉の相談会＞
・以前から顔のみえる関係が構築できていたため

・普段から地域課題が共有されていたため、実施目的を理解
するのが容易かった。

多職種連携に関する取組
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・異なる分野の専門性を持つ職種が集まり、
知識と経験を補い合うことで、地域住民が抱
える複雑化・複合化した課題を解決すること
ができる。

・多職種で対応することで、支援者の負担軽
減にもつながる。

多職種連携のメリットや効果
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【ポイント】
①他職種に対する理解を深める。
・自らの役割と他機関の役割や強みを理解する。
②良好な関係づくりを意識する。
・信頼関係の構築（一緒に活動する姿勢が大切）
・顔のみえる関係づくり
【課題】
①コーディネーターとしてまとめ役が必要
②情報共有の難しさ
③責任の所在が不明確

効果的な事業連携を
すすめていくポイントと課題
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ご清聴ありがとうございました。
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